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2022年にオープンした有吉佐和子の功績
を伝える記念館。東京にあった有吉邸が
再現されており、見所は有吉の息遣いが感
じられる書斎。実際に使用した机 ・ 椅子
などを展示し、仕事場が再現されている。

小説の主人公〝千代〟が、濁流に流されながらも掴まり命拾いし
たビャクシンは実際に存在する。「現実の世界でも、水害のたび
に流された人を引っ掛けて助けてきた」と語る御前さん。

1931年、和歌山市生まれ。東京女
子大短期大学を卒業後、25歳のと
きに発表した「地唄」が「文学界」新
人賞候補、芥川賞候補となる。そ
の後、和歌山を舞台にした女性の年
代記「紀ノ川」「有田川」「日高川」の
川三部作、「華岡青洲の妻」など多
数の名作を生み出す。1970年代に
は、認知症の高齢者介護をいち早く
取り上げた「恍惚の人」、環境問題に
スポットを当てた「複合汚染」などで、
社会派のイメージを確立。旺盛な好
奇心と理知的な視点、緻密な取材に
基づいた作品が魅力。現代の課題に
も通じる「非色」等、今また若者を中
心に再注目されている。
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【探訪】有吉佐和子が描いた「有田川」の舞台

海風や太陽の光を活かす石積み階段状の畑で育てられる温
州みかん。紀州徳川家が奨励したことで、有田地域は温州
みかんの一大産地に。有田川は江戸へみかんを運ぶ航路と
しても利用されていた。世界農業遺産に認定申請中。

昭和28年の水害。豪雨によって有田川の各所が氾濫。川上で盛んだった林業の木材が混じった濁流
が、人や建物を河口へと押し流した。陸の孤島となった有田川流域は、食糧などの救援物資は空から
受ける以外になかったという。（写真提供:有田市教育委員会）

物語の要所となる得生寺の中将姫会
式。二十五菩薩に扮した子供達が山
内を練り歩く。

みかんを皮ごと4分割する“有田むき”。
作中でもむき方の詳しい描写がある。
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